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問１　あなたのお住まいの地域に〇をつけてください。

 ア　戸田　　イ　三津田　　ウ　御坂　　エ　大谷　　オ　井上　　カ　志染中

 キ　安福田　　ク　窟屋　　ケ　高男寺　　コ　細目　　サ　吉田

問２　あなたの年齢について、当てはまる記号に〇をつけてください。

 ア　10代　　イ　20代　　ウ　30代　　エ　40代　　オ　50代　　カ　60代以上

問３　あなたの世帯に中学生以下のお子さまがおられますか。

 ア　　いる　　　　イ　　いない　→　問５へおすすみください

問４　お子さまについて当てはまる記号すべてに〇をつけてください。

 ア　　小学校入学前の児童　　　イ　　小学生　　　ウ　　中学生

問５　中学校に期待する教育や指導内容は何ですか。

当てはまる記号に〇をつけてください。【複数回答可】

ア 子どもの学力を伸ばすこと

イ 子どもの体力やスポーツの能力を向上させること

ウ 友だちとの触れ合いの中で子どもの社会性を伸ばすこと

エ 規則を守ったり、友だちを思いやる心を育むこと

オ 将来の進路や職業を考えさせること

カ ない

キ 分からない

ク その他（自由記述）

中学校の環境整備に関するアンケート(案)　　回答用紙中学校の環境整備に関するアンケート 回答用紙

参考資料１ 
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問６　中学校１学年当たりのクラス数は、どの程度の数が望ましいと思いますか。

当てはまる記号に〇をつけてください。

ア １クラス（全学年で３クラス）が良い

→アを選んだ方、クラスの人数は何人くらいが良いかお書きください。（　　　　）人

イ ２～３クラス（全学年で６～９クラス）が良い

ウ ４クラス以上（全学年で12クラス以上）が良い

エ どれともいえない　　→　問８へおすすみください

オ 分からない　　　　　→　問８へおすすみください

問７　問６でア～ウを選んだ方にお尋ねします。選んだ項目について、そう思われる

理由は何ですか。当てはまる記号に〇をつけてください。【複数回答可】

ア 一人ひとりに目が行き届き、丁寧な指導が期待できる

イ さまざまな個性を持つ友達と触れ合い、互いに励まし合いながら向上できる

ウ 同じ生徒とずっと同じクラスで過ごせ、互いに親密になれる

エ 学校全体に活気が出て、学校行事が盛大にできる

オ 学校行事などで活躍できる場がたくさんできる

カ クラス替えがあり、たくさんの友達ができる

キ 学年を超えた友達ができやすい

ク ゆとりのある教育が受けられる

ケ 社会性や協調性を養う機会に恵まれる

コ 部活動の選択の幅が広がる

サ その他（自由記述）

当てはまる記号に〇をつけてください。【複数回答可】

ア 生徒一人ひとりに目が行き届き、きめ細やかな指導が期待できること

イ 学校行事などにおいて、生徒一人一人の個別の活動機会が多いこと

ウ 生徒相互の人間関係が深まりやすいこと

エ 異学年との交流の機会が多いこと

オ 学校と保護者や地域との連携が図りやすいこと

カ 良い点はない

キ 分からない

ク その他（自由記述）

問８　お住まいの地域にある中学校について良いと思っていることは何ですか。
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当てはまる記号に〇をつけてください。【複数回答可】

ア クラス替えがないため、固定化された人間関係であること

イ 部活動の種類が限定されること

ウ 多様な意見や考えに触れる機会がないこと

エ 学校行事等の集団活動に制限があること

オ 多くの生徒との関わりの中で切磋琢磨する機会が少ないこと

カ 不安はない

キ 分からない

ク その他（自由記述）

えですか。どちらかの記号に〇をつけてください。

ア 中学校をそのまま残す　　→　問13へおすすみください

イ 新たな方法で進める　　　→　問11へおすすみください

ウ 分からない　　　　　　　→　問13へおすすみください

問11　問10で「イ」と答えた方、どのような方法が望ましいとお考えですか。当ては

まる記号ひとつに〇をつけてください。（別添資料を参考にお答えください。）

ア 学校選択制（別添資料P.2をご覧ください）　　→　問12へおすすみください

イ 学校統合　（別添資料P.3をご覧ください）　　→　問12へおすすみください

ウ 小中一貫校（別添資料P.4をご覧ください）　　→　問13へおすすみください

エ その他（自由記述）　 　　　　　　　　　　　→　問13へおすすみください

問12　問11で「ア」または「イ」と答えた方にお聞きします。あなたが考える「近隣」

の中学校はどこですか。当てはまる記号に〇をつけてください。【複数回答可】

　ア　三木　　　イ　三木東　　　ウ　別所　　　エ　星陽　　　オ　緑が丘

　カ　自由が丘　　　キ　吉川　

問10　お住まいの地域にある中学校を、今後どのようにすることが望ましいとお考

問９　お住まいの地域にある中学校について不安に思っていることは何ですか。
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ご協力ありがとうございました。

問13　ご意見やお考えをお聞かせください。
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問１　あなたの学年について、当てはまる記号に〇をつけてください。

 ア　　中学１年生　　　　　　イ　　中学２年生　　　　　　ウ　　中学３年生

問２　生徒の人数が少ないことで良いこと、困ることを各項目ごとに書いてください（箇条書き）。

授

業

部

活

行

事

そ

の

他

三木市教育委員会　

良いこと 困ること

中学校の環境整備に関するアンケート 【中学生用】

参考資料２
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  問３　あなたの中学校を、今後どのようにすることが望ましいと考えますか。

どちらかの記号に〇をつけてください。

ア 中学校をそのまま残す　　→　設問は終わりです

イ 新たな方法で進める　　　→　問４へすすんでください

ウ 分からない　　　　　　　→　設問は終わりです

問４　問３で「イ」と答えた方、どのような方法が望ましいと考えますか。当てはまる

記号ひとつに〇をつけてください。（別添資料を参考に答えてください。）

ア 学校選択制（別添資料P.2を参照してください）

イ 学校統合　（別添資料P.3を参照してください）

ウ 小中一貫校（別添資料P.4を参照してください）

エ その他（自由記述）

ご協力ありがとうございました。
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三木市教育委員会　

学年 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40

１年 12(13) 18 17 4 14 12 12 12 7 10 11 5

２年 16(15) 12(13) 18 17 4 14 12 12 12 7 10 11

３年 14(13) 16(15) 12(13) 18 17 4 14 12 12 12 7 10

計 42(41) 46(46) 47(48) 39 35 30 38 36 31 29 28 26

学年 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40

１年 13(14) 21 16 17 20 19 19 22 24 15 15 21

２年 9(15) 13(14) 21 16 17 20 19 19 22 24 15 15

３年 25(26) 9(15) 13(14) 21 16 17 20 19 19 22 24 15

計 47(55) 43(50) 50(51) 54 53 56 58 60 65 61 54 51

アンケートにお答えいただく際の参考に、ご覧ください。

志染
中学校

星陽
中学校

志染中学校と星陽中学校の今後の生徒数の推移予想

　今後、平成40年までの生徒の予想人数を示しています。
　志染中学校は、人数の減少が続き、平成40年には現在の約60％の生徒数に
なると予想されます。星陽中学校は現在より一旦微増しますが、その後は減
少していく状態が続くと予想されます。
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星陽中学校

志染中学校

人

平成29年～平成40年の全校生徒数の推移予想

一定規模の集団が確保できない中学校の課題

① 集団の中で、多様な考え方に触れる機会や

学び合いの機会、切磋琢磨する機会が少ない。

② 体育祭などの学校行事や音楽活動等の集

団教育活動に制約が生じる。

③ 部活動の設置が限定され、選択肢が少ない。

④ クラス替えがないことから、人間関係や相互

の評価等が固定化しやすい。

⑤ 集団内の男女比に極端な偏りが生じる可能

性がある。

予想人数の算出方法

〇 平成29年～平成35年は、平成29年４月の小学校中学校の児童生徒数をもとに算出

（例：平成32年の中学１年の人数は、現在小学４年生の人数）

〇 平成36年以降の生徒数は、平成29年４月２日現在の住民基本台帳に記載されている年齢別人

数をもとに算出 （例：平成40年の中学１年の人数は、現在の２歳児の人数）

※ 平成31年までの （ ）内の数は、住民基本台帳による人数で、左側の数は実際の生徒数

（校区外への通学等により人数が異なっています）

平成

参考資料３
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学校の教育環境を整備するための手法 
 

 

 

 

 

 

１ 学校選択制 

市が指定する複数の近隣中学校の中から生徒の希望する学校に進学す

ること。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

メリット デメリット 

① 居住地、学校規模、部活動等を考

慮して、個人のニーズに合った学校

を選べる。 

 

② 一定規模の学校で学ぶことによ

り多様な考えや意見に触れること

ができ、社会性がより育まれる。 

 

③ 一定規模の学校で学ぶことによ

り切磋琢磨する環境の中で、意欲や

能力の向上が図られる。 

① 通学距離が長くなり、登下校の

安全面に配慮する必要がある。 

 

② 同じ小学校で学んだ級友が、異

なる中学校に通学する場合があ

る。 

 

③ 生徒の通学校が異なることか

ら、地域とのつながりが薄くなる

可能性がある。 

 

一定規模の集団を確保していくために、学校環境を整備する方法として、

３つの手法を紹介します。 

（記載内容は、一般的な内容であり、市が定めたものではありません。） 

校区の中学校は廃校となる。進学を希望する学校を、市が指定する複数

の近隣中学校から選ぶ。 

Ａ中学校 

廃校 

Ｂ中学校 Ｄ中学校 Ｃ中学校 

選   択 

(例)複数の学校から選択 

8 



 

２ 学校統合 

一定規模の集団を確保するために、２校以上の学校を統合して、１

つの学校にすること。統合には、様々な方法がある。 
 

メリット デメリット 

① 一定規模の集団の中で、中学校教

育で重視している「切磋琢磨を通じ

た社会性の育成」や「多様な価値観

の理解」を図ることができる。 

 

② 体育祭などの学校行事や音楽活

動、部活動等の集団教育活動の活性

化を図りやすい。 

 

③ クラス替えにより、人間関係の固

定化を緩和できる。 

① 小規模校と比較して、きめ細や

かな指導ができにくい。 

 

② 校区が広くなるため、地域の

方々や団体に協力を得る教育活動

が行いにくい。 

 

③ 遠距離通学が増え、登下校の安

全面へ配慮する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(例)1 つの中学校に吸収統合 

統合 

Ａ中学校 

Ｂ中学校 

廃校 

(例)統合して新たな中学校を新設 

廃校 

Ａ中学校 

Ｂ中学校 

廃校 

Ｃ中学校 

統合 

２つの中学校のうち１つを廃校とし、他方の中

学校の校舎を活用して統合する。 

２つの中学校ともに廃校とし、新たな中学

校を新設する。 

。 
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３ 小中一貫校 

小学校からの中学校まで９年間を通して系統的に教育活動を行う学

校のこと。小中一貫校には色々な型があり、同じ校舎で学習する「一

体型」、異なる校舎で学習するが行事等を合同で行ったりする「分離型」

などがある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メリット デメリット 

① ９年間、系統的に子どもの育成が

図られ、小学生と中学生がともに学

び合う活動が行いやすくなる。 

 

② 環境を変えずに小学校から中学

校に進級できる。 

 

③ 地域行事に合同で参加する等、学

校と地域の連携が促進される。 

① 学年、学級の生徒数が増えるわ

けではないので、小規模の課題は

根本的に解決されない。 

 

② 固定的な人間関係が９年間続

く。 

 

③ 中学校の部活動における少人数

問題を解決できない。 

(例)小学校と中学校が同じ校舎（一体型） 

廃校 

Ａ小学校 

Ｂ中学校 

廃校 

 

Ｃ小中一貫校 

一貫校 

Ａ小学校、Ｂ中学校を廃校とし、新

たな校舎にＡ小学校とＢ中学校の２

つの学校が入る。学年は小中を通し

て、１年生から９年生となる。 

(例)小学校と中学校が別の校舎（分離型） 

Ａ小学校 

Ｂ中学校 

 一貫校 

Ｂ中学校 

Ａ小学校 
交
流 

Ａ小学校、Ｂ中学校は現

状のまま残し、行事等を小

学校と中学校が合同で行っ

たり、交流授業を行ったり

する。学年は小中を通して、

１年生から９年生となる。 
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【　小学校　】 【　中学校　】

H35 H29 H35 H41

1 三樹小 333 各学年2ｃｌ 282 1 三木中 350 328 423

2 平田小 297 各学年2ｃｌ 464 2 三木東中 383 320 243

3 三木小 302
6年1ｃｌ、

他は2ｃｌ 286 3 別所中 146 162 128

4 別所小 302 各学年2ｃｌ 308 4 志染中 042 040 027

5 志染小 077 各学年1ｃｌ 056 5 星陽中 047 064 049

6 口吉川小 057
4,5年複式、

他は1ｃｌ 054 6 緑が丘中 426 374 263

7 豊地小 055
2,3年複式、
他は1ｃｌ 056 7 自由が丘中 426 356 311

8 緑が丘小 309 各学年2ｃｌ 288 8 吉川中 163 125 097

9 緑が丘東小 425
5年3ｃｌ、

他は2ｃｌ 332 1,983 1,769 1,541

10 自由が丘小 459
2,6年2ｃｌ、他
は3ｃｌ 406

11 自由が丘東小 288 各学年2ｃｌ 255

12 広野小 489
1,2年2ｃｌ、他

は3ｃｌ 347

13 中吉川小 082 各学年1ｃｌ 061

14 東吉川小 060 各学年1ｃｌ 052

15 上吉川小 032
2,3年、4,5年

複式
040

16 みなぎ台小 065 各学年1ｃｌ 054

3,632 3,341合計

合計

H29

※　今後の生徒数は「住民基本台帳（校区別・年齢別
　　平成29年4月2日現在）」より算出

児童生徒の現在数と今後の予想数

参考資料４
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度
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境
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り
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検

討
会
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住
民
・
生
徒

ア
ン
ケ
ー
ト

意
見

実 施 の 方 向 性 協 議 実 施 の 方 向 性

報 告
報 告

報 告

意 見
意 見

平
成

32
年
度
～

新
教
育
大
綱

参考資料５

新
教

育
大

綱
の

検
討

※
 地

域
部
会
は
、
地
域
住
民
、
保
護
者
、
学
校
関
係
者
等
で
組
織
し
、
実
施
方
針
案
、
実
施
計
画
案
の
策
定
に
向
け
、
意
見
交
換
を
す
る
。

※

説
明

計
画
着
手
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